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これらの火災でも一酸化炭素中毒による死者が多かったとされています。

令和6年版　消防白書より

■建物火災の死因別死者発生状況 ( 令和 5年 )

2001 年　歌舞伎町ビル火災 ( 死者 44 名 )

2019 年　京都アニメーション放火事件 ( 死者 36 名 )

2021 年　大阪市北新地クリニック放火事件 ( 死者 26 名 )

排煙窓は、 一酸化炭素の充満を防ぎ、 避難経路を確保することができます。

日々のメンテナンスで救える命があります。日々のメンテナンスで救える命があります。日々のメンテナンスで救える命があります。

いざというとき排煙窓が作動しなかったら ・ ・ ・

排煙窓の機能を最良の状態で十分に発揮するための、　「定期メンテナンス」 「リニューアル」 を

提案をさせていただきます。

火災が発生した時に最も怖いのは、 火と共に発生する有害な煙と熱です。

自然排煙設備は、 排煙窓を開放して有毒な煙や熱を外部へ排出し、 避難経路を確保する設備です。

末永く安全にご使用いただくために…

その他

179人 (14.9％)

不明

152人 (12.7％)

火傷

429人 (35.8％)

一酸化炭素中毒
・窒息
438人 (36.5％)



2

排煙設備には点検 ・維持保全と報告義務があります。

もし、 非常時に排煙窓が正常に作動しなかったり、 避難経路が

確保されていなかった場合は違法となり、 建築物の所有者や

管理者に防災責任として罰則が科せられる場合があります。

【建 築 法 第 八 条】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

維持保全義務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
建築物の所有者、 管理または占有者は、 その建築物の敷地、 構造及び建設設備を

常時適法な状態に維持するように努めなければならない。 　　　　　　　　　　　　　　　　

【建 築 法 第 十 二 条】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

定期的な調査と報告義務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
自然排煙設備には特定行政庁へ定期的に不特定多数の人が利用する建築物 ( 特定建築物 )

について点検調査して報告することを義務付ける｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　 　 　 　 　

【消 防 施 行 規 則 第 ３ １ 条 の ６　】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

維 持 管 理 の 徹 底　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
建物に設置された消防用設備等 （排煙設備消火器、 スプリンクラー、 自動火災報知設

備など） や特殊消防用設備等が、 火災時に確実に機能するよう、 定期的な点検と結果

の報告を義務付けている条文です。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

排煙設備に関する法律

排煙設備については 「建築基準法」 と 「消防法」 両方に規定され、 排煙設備の設置基準や

目的が異なります。 建築基準法は命を救うための設置基準、 消防法は消火活動をしやすく

するための設置基準となり、 それぞれには、 排煙設備に対しての義務が明記されています。

義務付けにより、 設備等の維持管理を徹底させ、 火災時の機能不全を防ぎ、 建物利用者の

安全を確保するという重要な役割を担っています。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　








